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…おド……畿一
田
宮J

を
挙
げ
て
多
事
多
難
友
試

課
m
u
議
一
唱
和
ニ
ナ
八
年
は
来

最
左
除
夜
の
鐘
に
儀
韻
を
残

し
静
か
に
明
け
て
希
望
と
散

が
に
満
ち
た
昭
和
二
十
九
年

を
迎
え
謹
み
て
皆
様
の
調
多

量
一
と
闘
家
の
興
睦
自
治
の
藷

回
肢
を
御
一
航
。
申
よ
げ
杢
す
。

特
に
咋
春
卒
々
先
ず
村
に
於

て
ほ
村
長
村
議
会
議
員
の
辞

職
改
選
が
あ
り
諒
い
て
民
主

の
解
散
改
選
あ
り
内
閣
が
改

遁
さ
れ
固
ま
守
る
し
い
動
き

の悶
u
に師勝
V
L

於
℃
は
副
知
嘉

樹
蕗
止
の
問
題
あ
り
圏
に
も

地
方
に
も
一
幾
多
目
憂
癒
せ
ら

ち
も
諸
問
麿
を
惹
起
し
た
の

で
あ

D
ま
し
た
が
或
は
解
決

( 1 ) 

年1
91 :| 

セ京**幸三

/ 

bウ
を
¢唱事

括
主
耕
一
で

tヰ

生士竺J

τ 
た

@

一

置
か
阻
ん
u

四
年
間
に
囲
回
も
一

村
約
形
態
が
麗
つ
℃
い
，
Q

O

一

種
て
揮
世
は
離
合
集
散
蓄
な
一

き
も
の
と
は
諦
る
て
い
る
が
一

考
え
て
見
る
と
、
露
政
ぎ
の
一

悪
鹸
細
工
の
開
閉
も
あ
る
。
一

河
辺
ヘ
ン
で
は
、
村
の
毒
命
一

は
寸
年
世
が
通
り
相
場
、
人
一

生
丘
十
年
の
五
分
の
一
に
和
一

堂
、
人
聞
の
二
十
才
は
村
で
一

は
囚
年
位
花
組
4

怒
る
。

z

朝
刊
沼
村
も
昭
和
二
十
九
年
に

は
囲
才
と
訟
の
J

、
成
人
す
る

年
固
な
の
売
。
人
間
な
み
匙
猫

よ
り
ま
し
で
は
チ
ト
園
名
ゎ

成
人
河
辺
村
広
成
人
と
し
て

白
荷
風
兆
あ
り
中
。

村
長
よ
吏
員
よ
村
民
ょ
。

ゃ
を
ら
胸
に
手
を
当
て
考
え

て
見
ょ
う
@



需
品
に
「
返
還
請
求
書
在
中
」
一

と
明
記
じ
な
る
べ
〈
書
留
郵
牛

優

に

し

て

下

さ

い

。

一

助

盤

還

請

求

期

間

一

昭
和
二
十
九
年
一
月
一
宮
一

か
ら
開
年
四
月
三
十
日
ま
で
一

山

間

其

の

龍

一

1
預
ね
証
一
等
を
引
揚
由
際
一

に
レ
ム
瞳
地
視
闘
(
昭
和
二
十
E

F

年
六
月
ま
で
は
海
運
局
)
一

一
で
保
管
証
と
引
換
佐
賀
げ
ら
一

れ
い
た
方
は
本
年
(
昭
和
二
十
一

八
年
八
月
三
十
一
日
〉
大
議
省
一

か
ら
公
告
し
た
手
蹟
に
よ
っ
一

て
預
り
証
等
の
涯
涯
を
受
け
一

て
か

b
、
ζ

の
手
績
に
ま
つ
一

て
請
求
し
て
下
さ
い
。
一

2

説
聞
大
蔵
省
理
財
局
一

日
本
銀
行
、
議
潰
E
金
銀
行
一

等
が
保
管
置
と
引
換
え
に
保
一

管
じ
た
も
の
及
び
持
陣

D
金一

の
隈
度
を
超
す
現
金
額
旬
謹
一

を
日
本
銀
行
又
ほ
そ
の
代
理
一

届
に
提
出
さ
れ
た
も
の
等
を

前
記
ー
の
公
告
に
よ
っ
て
税

爵
で
返
還
し
て
い
ま
す
か
ち

ま
だ
翠
還
の
請
求
主
一
し
て
い

泣
い
方
は
至
急
手
績
を
し
て

下
さ
い

ι
請
求
期
聞
は
昭
和

二
十
八
年
中
と
ゑ
っ
て
い
ま

す
が
そ
の
期
間
に
拘
ち
ず
当

分
の
間
受
付
叫
り
ま
す
@



れの夫かで手を。君主此健制
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主主か
ら
押
し
付

こ
と
が
あ
っ

ん
な
鯖
呆
に

体
験
潰
で
あ

生
仇
た
園
民

が
器
識
に
主

さ
れ
た
麓
な

出
は
も
う
津

は
一
体
愛
援

制
度
は
ど
ん

て
い
る
か
。

一
五
二
万
人
中

八
湾
人
は
健

@
載
用
者
探

%
の
一
」
一
高
九

護
法
に
よ
っ

擢
っ
た
場
合

ち
作
る
@
酔
簡

舵
及
ぶ
酎
綿
民

度
低
園
民
鷺

:遺業!

今
後

は
問
問
分
多
〈
あ
る
。
と
れ
を
一

計
画
的
に
改
良
し
英
の
一
部
一

家
整
理
し
て
呆
樹
園
と
す
る

か
も
あ
る
い
は
一
部
に
飼
料

樹
木
在
植
え
家
畜
に
輿
え
た

り
、
続
肥
料
と
し
℃
回
咽
に

刈
り
込
む
等
ま
た
草
地
の
一

部
を
改
良
し
て
飼
料
栽
培
を

す
る
と
か
家
蓄
の
放
牧
を
す

る
事
も
一
方
法
で
あ
る
正
思

民
J

O

J

果
樹
は
気
候
土
質
等
に
依
-P

誌
の
誼
否
が
あ
る
と
共
に
多

少
の
技
舗
と
費
本
を
必
要
と

す
る
。
本
村
に
於
て
も
果
樹

路
有
望
で
あ
る
と
回
廊
う
。
特

に
、
柿
粟
は
毎
年
相
当
量
生

産
出
荷
さ
れ
て
お
る
現
献
で

と
の
外
、
ブ
ず
ウ
、
無
花
長
一
目

タ
ル
ミ
等
は
寄
生
白
も
む

も
相
当
あ
る
伎
で
あ
る
の
で

少
し
手
入
を
す
れ
ぽ
品
質
の

良
い
も
の
が
得
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

向
細
部
に
つ
い
て
段
次
号
に

於
て
招
介
し
た
い
。

出
村
農
業
の

あ
り
が
仁
に
つ

るた農商后るる懐敬副てコま高 Jとうとは来るまは最本2 1のえかは

い
て

農
業
委
員
会

高

付
。
農
業
経
営
を
見
る
に

3
由
地
酪
農
{
草
地
飼
料
栽

近
農
家
個
点
の
経
諸
事
情
培
〉
の
推
進
に
依
る
有
斎
軽

非
常
に
わ
る
く
な
り
今
む
営
。

き
で
は
直
に
一
司
詰
り
@
あ
術
と
れ
を
更
に
、
探
く
掘
下

ζ

と
が
は
っ
き
り
と
し
℃
げ
て
考
え
て
見
る
と
大
体
次

た
。
二
一
一
一
年
后
に
は
農
村
@
僚
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う

不
景
気
の
最
高
に
陥
る
乙
一
契
約
的
商
品
作
物
む
導
入

は
免
れ
得
注
い
で
あ
る
に
つ
い
て

。
農
地
の
拡
張
も
こ
れ
以
山
村
農
家
経
営
中
現
金
牧
入

藍
め
一
一
夜
い
し
、
こ
れ
以
上
と
な
る
作
物
を
主
食
栽
増
と

度
の
牧
穫
も
得
ら
れ
訟
い
併
行
し
て
栽
培
す
る
c

副
ち

た
伐
掠
す
る
森
林
も
底
を
養
蚕
地
帯
、
桑
樹

〈
事
に
怠
わ
J

何
か
特
別
の
一
蔽
績
斜
地
帯
、
茶
、
橋
、

並
木
を
考
え
な
い
隈
一
り
現
金
三
担
、
珂
頭
、
甘
語
、
馬
鈴

入
は
符
ら
れ
ず
ヘ
ー
農
村
の
薯
寒
冷
地
帯
、
馬
鎗
暗
君
、

具
合
は
非
帯
に
苦
し
く
危
薄
荷
ワ
サ
ビ
某
の
他
寒
地
特

で
あ
問
。
う
c

と
れ
を
切
故
有
の
野
菜
花
キ
等
山
岳
地

た
め
に
は
ど
う
し
て
も
今
帯
、
林
業
及
林
業
に
関
係
あ

の
農
業
怒
営
を
集
約
的
な
る
椎
茸
栽
培

品
を
立
請
と
し
た
立
体
的
ユ
以
上
の
外
誌
の
地
域
の
異
る

業
経
営
へ
と
推
進
せ
私
ば
一
に
つ
れ
て
そ
の
あ
り
方
が
違

ら
な
い
と
思
う
も
の
で
る
一
う
の
で
あ
る
か
ら
其
の
土
地

一
気
象
等
に
位
、
P
そ
の
土
地
に

黙
ら
は
英
の
主
体
農
業
と
一
遁
ナ
る
も
の
を
選
定
す
る
必

如
何
な
る
も
む
で
あ
る
う
一
要
が
あ
る
。

。
英
の
見
方
に
は
色
々
湾
一
二
、
飼
肥
料
掛
木
農
業
の
樹

ら
れ
る
と
思
う
が
一
私
は
次
一
立
に
つ
い
て
一

知
く
見
る
も
む
で
あ
る
。
一
本
村
は
殆
ど
山
地
の
傾
斜
地

集
約
的
商
品
作
物
の
導
入
一
帯
で
あ

D
そ
の
中
島
探
の
雑

観
肥
料
樹
木
農
業
の
樹
立
一
木
林
と
し
て
故
置
し
あ
る
麗

橋

。
。
。

~/ 

引

。

令

。



共
同
販
賢
岳
も
し
も
貯
拙
開
設
備

を
肇
え
て
捧
爾
舗
を
越
さ
せ

て
簡
潔
る
よ
う
に
し
た
い
。
梅

雨
を
越
ぜ
ぽ
約
二
割
は
例
年

債
が
七
っ
て
い
る
。
販
一
面
百
九
と

貯
棋
風

d
将
来
の
解
決
に
待
つ

と
し
て
も
、
先
ゴ
当
面
の
問

題
は
菌
権
と
乾
燥
と
が
急
務

で

Je
る
乙
と
を
強
調
し
た

い。

.・0且

s 

)
を
依
諜
遺
族
議
護
法
に
よ

る
年
金
に
残
る
と
と
に
な
っ

て
お
り
金
す
か
ち
先
願
恨
の

方
(
順
位
は
妻
、
子
‘
父
母

臨
母
父
〉
は
四
月
龍
に
額
の

改
定
申
請
を
せ
ね
ぽ
設
り
ま

せ
ん
が
其
の
時
間
酬
が
参
り
ま

し
た
ら
係
よ
り
錦
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

叉
非
諺
醤
と
た
っ
て
治
り

ま
し
た
東
洋
丸
の
死
浪
者
及

び
恩
給
法
に
よ
る
公
務
死
外

の
傷
病
者
の
遺
族
に
封
し
て

も
患
給
法
が
漸
次
拡
大
せ
ら

れ
つ
L
あ
り
ま
す
か
ち
今
し

ば
ち
く
の
閥
解
辛
抱
が
願
い

た
い
と
患
い
ま
す
。

師

む

方

落
技
位
晶
己

世

部

間

本

や

関
谷
池
質
。

酪
富
一
瞬
間
間
…
楳

旬
講
下
車
此
祈
師
的

同
可
制
現
場
議
昌

一一



竺
!
引

i

議

齢
制
M

島
街
中和昭

4省

君

能
障
臨
後
の
日
本
人
@
寵
潜
伏

離
程
み
じ
る
授
も
@
は
危
い

ど
ん
授
に
民
間
自
に
努
力
し

て
み
て
も
金
持
に
訟
れ
扱
い

緩
和
協
仕
組
に
な
っ
て
居
る
様

に
思
わ
れ
る
。
「
正
一
猛
者
が

ν
十
戸
一
馬
車
を
み
る
」

εい
う
憤
そ

器
材
一
よ

C
耳
に
す
る
。
其
の
麗
毎

?
E
一
院
私
は
現
実
の
日
本
人
の
希

配
時
一
望
む
在
り
方
を
ど
の
方
向
に

7

・4

一
結
び
つ
砂
る
べ
き
か
を
探
く

『
内
一
考
え
さ
L
れ
る
。
ど
ろ
せ
お

、
一
互
に
貧
乏
し
て
暮
し
て
行
く

A
品
一
こ
と
が
宿
命
的
な
も
の
で
あ

参

l

一
る
と
す
る
な
ち
ば
せ
あ
て
相

劇
川
一
互
扶
助
的
な
和
の
実
現
へ
お

H
a
一
亙
同
志
の
心
構
を
方
向
付
け
J

封地一一

Z
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
あ

f
一
完
治
亙
に
仲
良
く
賞
乏
し

」
顕
一
て
暮
し
て
行
〈
、
と
れ
が
我

一
々
の
在
る
べ
き
奏
で
は
怪
い

一
か
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
少

一
し
で
も
よ
り
主
き
祉
会
の
建

F

誌
へ
努
力
し
て
入
閣
の
債
値

一
的
存
在
の
意
義
を
る
ち
し
め

一
た
い
と
思
う
。

一
希
藍
や
夢
む
無
い
生
担
問
援
さ

一
ぴ
し
h
r

入
手
は
な
い
@
た
と

一
え
そ
れ
が
実
現
也
来
難
い
も

L
f

一
の
で
あ
る
に
し
て
も
そ
れ
を

j
一
一
夢
み
る
こ
と
に
ま
っ
て
明
四

日
一
(
の
生
き
る
希
望
を
つ
な
ぎ

倉
一
た
い
も
の
で
ゐ
る
@

}
一
昨
日
偶
器
近
所
む
お
祖
母
さ

一
恵
一
ん
の
葬
儀
に
参
列
し
た
。
そ

{
一
し
て
し
み
ん
¥
と
往
生
と
云

弘一一地

西

盆

夫

1
 
1
 

3aa' 

ラ
も
mu

に
つ
い
て
考
え
さ
L

れ
た
。
満
ち
日
比
り
た
何
}
つ

不
日
え
の
泣
い
往
生
と
一
五
う
も

の
を
我
々
は
望
む
も
の
で
あ

ろ
け
れ
ど
も
、
希
望
の
多
く

が
獲
さ
れ
た
苦
闘

κ満
ち
た

往
生
と
一
五
う
も
の
を
私
は
と

う
解
釈
し
た
い
。
希
望
を
持

っ
て
天
圏
へ
按
立
っ
た
と
。

そ
し
て
希
室
の
賓
現
の
露
天

閣
聞
で
孜
立
と
し
℃
担
出
力
す
る

で
あ
る
う
其
O
姿
を
私
は
章一

い
も
の
と
し
て
築
光
あ
れ
と

祈
り
た
い
。
持
た
ぎ
る
者
よ

り
持
つ
も
の
は
幸
一
踊
で
あ
る

相
こ
く
摩
擁
す
る
と
と
が
人

聞
の
臆
史
で
は
窓
く
て
、
切

碇
琢
磨
し
合
う
事
が
入
閣
の

麗
史
で
あ
る
と
す
る
危
ら
ば
一

協
力
し
℃
建
設
謹
上
に
進
む
一

ζ

と
が
人
間
本
総
の
姿
で
な
一

時
り
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
一

〈
ニ
七
、
五
、
八
)
一

岬重一一三一皇室霊亘書一一吾妻一一一一一一一芸
E
t
一一一喜一EZ電車一一一一喜一一=喜一喜一宮一一一一一ZE--喜一一一霊豆一一一一一一喜一一三一一重一喜一一-EE--重量霊一一一-FEEt喜喜重=一一室一至=EE--一鵬、一らそれ以上の増収である一一

‘
ー
し
祉
を
む
後
更
に
先
生
の
著
書
あ
る
。
外
銀
k

た
る
天
地
酬
一
二
八
年
中
に
路
約
内
で
一
一
回
一

州

第

戎

「

静

か

に

恩

ふ

」

に

も

牧

に

必

定

書

号

、

内

調

即

時

浬

剛

一

一

葉

三

五

俵

と

し

て

一

五

五

一

も

酬

一

O
窯
'
g
耀
か
れ
て
い
ろ
が
二
一

酬

e
J切
迫
め
ら
れ
も
手
紙
を
通
し
て
友
る
曜
の
心
主
持
し
て
則
一

O
C
O問
主
意
で
計
算
す
る
一

先
生
の
御
慈
愛
に
浴
す
る
混
濁
氾
濫
せ
る
波
調
裡
に
鵬
一
と
コ
ご
じ
高
田
隠
滅
牧
と
な
一

に
至
っ
た
が
も
今
の
私
は
流
る
べ
き
と
と
る
に
流
れ
酬
一
り
、
こ
れ
隠
し
衣
に
ネ
っ
た
と
一

そ
う
し
た
光
柴
に
つ
い
て
つ
つ
あ
る
本
流
佐
見
失
は
州
一
引
な
ん
か
剛
一

3
3関町
一
町
一

語
る
よ
り
も
拙
歌
に
添
え
ぬ
や
う
に
し
な
け
れ
庁
左
側
一
衣
を
や
い
た
と
一
一
言
う
こ
と
に
一

ら

札

た

先

生

の

神

感

想

を

ぬ

。

」

‘

酬

一

念

る

。

之

で

は

費

や

き

さ

ん

一

俸
え
て
み
た
い
の
で
あ
る

A
V

剛
一
で
は
念
い
、
茨
や
き
さ
ん
と
一

バ

剛

一

=

一

一

回

う

こ

と

K
も
な
ろ
う
。
一

謙
譲
な
先
生
は
ま
ず
拙
「
そ
れ
告
ら
七
年
の
月
日
剛
一
河
辺
付
中
の
崇
穫
さ
ん
ぎ
う
一

歌
に
「
ひ
ど
く
心
を
打
た
が
た
ち
芝
う
や
ら
本
涜
に
削
一
か
轄
の
奨
励
し
て
い
る
改
良
一

れ
た
」
と
い
い
「
わ
れ
白
添
う
て
独
立
闘
に
ま
で
漕
剛
一
窯
を
是
非
や
っ
て
ほ
し
い
。
一

心
の
昨
日
に
は
僻
ぬ
と
い
ぎ
つ
け
た
と
も
い
え
よ
う
山
一
時
一
唯
一
品
一
守
向
上
は
之
一

ふ
下
匂
を
沿
ぬ
ず
と
口
ず
僻
惜
し
果
し
て
外
悠
k

た
る
仙
一
失
力
開
曹
は
炭
材
の
切
替
で
一

さ
ま
ず
に
ゐ
ら
れ
ぬ
の
で
天
地
に
心
を
遊
ば
せ
内
静
附
一
あ
る
。
誰
木
を
擦
に
す
る
必
一

あ
っ
た
。
黙
し
ge---
図
」
と
澄
な
る
恒
の
心
を
持
し
て
州
一
要
と
共
同
出
荷
販
買
態
勢
の
一

し

て

き

よ

う

に

述

べ

て

君

主

え

ら

礼

る

だ

ろ

州

一

野

路

鰐

忠

弘

同

一

居
ら
れ
る
。
?
う
か
。
党
生
は
惜
し
く
も
剛
一
多
す
ぎ
る
。
五
城
、
立
川
、
↑

現
在
の
私
達
は
い
た
づ
昭
和
廿
一
立
年
に
他
界
せ
ら
酬
一
腐
葉
、
や
山
、
ヒ
灘
、
下
離
一

ら
に
混
迷
に
陥
っ
た
り
雑
九
た
:
今
日
日
舛
序
命
で
間
一
等
山
は
楳
か
絵
、
杉
、
槍
、
一

L

，a

日

，

叫

一

樫

で

う

ず

も

っ

て

い

る

。

一

昔
に
因
は
れ
た
り
し
て
ゐ
あ
っ

t
ち
ま
り
な
る
語
を
脚
一
適
地
通
問
詰
め
て
擦
を
奨
励
十

て
は
な
ら
ぬ
と
共
に
叉
一
無
注
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
剛
一
す
る
。
共
同
出
荷
妓
賓
が
出
一

暗
に
感
傷
に
引
込
ま
れ
て
(
昭
ニ
ザ
五
。
吾
剛
一
来
な
同
い
こ
と
は
、
農
付
更
の
一

の

み

ゐ

て

は

友

ら

ぬ

の

で

剛

一

了

て

欠

点

で

中

間

搾

取

は

農

一

剛
一
見
自
ら
が
そ
の
盟
会
を
輿
え
↑

重
喜
一
量
一
一
一
一
E
一
一
一
三
重
一
幸
一
霊
童
話
一
て
、
る
観
が
ゆ
る
。
農
民
間
一

る

。

一

色

莞

醒

す

る

時

間

が

な

け

礼

ぽ

一

晩
で
そ
の
窯
の
成
績
は
、
八
一
な
う
宝
、
。
ぷ
炭
、
一
三
極
、
一

尺
の
ま
ん
丸
い
窯
で
毎
度
四
一
機
茸
も
靖
覇
等
は
是
非
共
販
一

一
俵
か
ら
四
三
俵
を
出
し
て
一
態
勢
を
整
え
な
け
れ
ば
農
民
一

司
法
り
炭
質
も
先
ず
上
々
の
出
一
宇
水
建

ι放
わ
花
伝
い
で
あ
一

来

で

あ

る

。

一

ろ

う

。

現

に

柳

沢

付

で

は

共

一

之
を
在
来
の
八
尺
丸
の
窯
で
一
一
般
が
一
一
リ
わ
れ
既
紳
地
方
の
直
一

は
三
一
ニ
俵

t
三
五
佳
位
で
あ
一
接
取
引
を
し
℃
い
る
の
だ
@
一

b
、
一
窯
に
対
し
て
六
俵

t
一
や
る
読
に
危
れ
ぽ
立
所
に
や
十

八
俵

η
差
が
あ
ろ
o

と

の

差

一

れ

る

と

患

う

。

止

は
金
額
ち
て
八

0
0判
2
一
本
待
。
本
提
問
題
に
つ
き
も
一

二
、
四

0
3悶
と

怒

る

。

一

一

製

炭

境

衛

の

舟

と

一

改
良
窯
は
一
窯
で
二
、

0
0
一
一
一
躍
本
を
擦
に
切
替
え

F

C
問
の
培
牧
が
確
実
で

b
り

一

三

共

駆

語

勢

の

確

立

一

h
v
p
A
り
が
絶
対
に
出
な
い
か
一
一
以
ギ
を
絶
叫
し
て
筆
を
お
く
一

七
五

満

所産とー}の河
iで物共亙俵製垣
~ ~可([)t1'.:九当炭村
!辺一本OfJ量D
l村で提高三は昭
Rのあは円C五和
11木る本、O三二
提。柑三円。十
はの極と O八 交コ
至三木見。年 A
う 大材て俵中古'~

ι旬」

を械は悪あグて空え
とし者笑評りザ許ご仁』
で品うのにの、で判事 f
村て技立原雑柔が Iv 
でい術抵因がか悪名、
はる牛主主だ多いい.~ 11'" 
1可。良表。い。。

l 辺心も併。い設す字
農があし乙ぷが和
の しり*れりグ
謡か製にががザ

日書盤改翼かに決レー者を咋てを普評
i~良面 E とやて四ー関電三い注』えを
1ょ葉白鷹ルきは名八い七るぎに-
1~をでいなさ本、0た月。共努掃
の築そ?とにん当主名が改 同めず
にきのが意はに催の受良 駅操ぺ
感優重量、欲技淋者向講窯 賓のく

J 嘆秀部受が衝し去タ者の Eと増改
しなの講少のか民ツは講 考積良
て茨入者い向う館タ製習 慮に窯
いとがほのよたとの安曾 し力の

昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日

と
い
え
ば
〆
誠
一
一
保
件
降
伏
の

亜
日
で
あ
る
が
偶
え
帯
江

需
の
近
く
に
足
を
と
め
た

私
は山
か
は
の

光
し
づ
か
に

蝉
な
け
ぎ

わ
れ
の
心
の

咋
日
に
は
似
ぬ

の
一
品
目
を
成
し
た
の
で
あ

っ
た
。

ζ

の
歌
は
図
ら
ず

も
越
経
由
椙
馬
御
風
先
生

の
お
隈
に
と
ま
り
同
年
末

先
生
の
雑
誌
「
野
を
歩
む

者
」
中
の
一
文
に
引
用
せ

ら
れ
℃
い
る
事
を
友
人
の

注
意
に
ヱ
っ
て
知
っ
た
。

炭
や
き
さ
ん
か
?

灰



持
A

ふ
広
一
唱
一
一
も
う
一
す
、
ぞ
お
正
月

E
一話

時

品

耳

f

円
一
北
千
小
事
捷
二
年

動

小

中

'

七

五

三

位

由

刺

湖
一
も
う
、
治
正
月
が
間
口
の
ま
え

痢
一
に
う
か
ん
で
い
ま
す
。

間
町
一
私
は
ま
ち
き
れ
泣
い
@

一
い
ま

h
E
H月
に
き
る
で
、
セ
一
l

E

ラ
ふ
く
を
お
ね
え
ち
ゃ
ん
に

ま
一
ぬ
う
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

長
寸
一
一
挙
正
月
が
く
る
と
さ
ん
た
の

斡
臨
時
会
じ
い
ち
一
ゃ
ん
に
ま
た
、
会

1

一
4
Dも
の
を
も
ら
う
の
で
す

間
九
一
会
正
尽
の
朝
に
は
、
は
や
く

〉
一
簡
が
さ
め
ま
す
。

会
一
ぎ
う
し
て
か
と
い
っ
た
ら
、

長
』
一

6
ん
た
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

ト
「
一
治
く
り
も
の
を
し
て
く
れ
る

a-
一
か
ら
で
す
。
と
ん
ど
は
訟
に

喜
一
を
も
ら
う
で
し
ょ
う
だ
治

智
一
p
k
p
も
の
を
い
た
だ
い
た
と

!
?
き
は
心
む
中
で
ほ
、

一
「
hs
じ
い
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と

平
う
」
と
い
う
き
も
ち
で
す
。

止
し
ん
正
が
つ
に
は
セ

T
ラ
ふ

一
〈
を
き
ま
す
。

E

そ
し
て
は
品
在
つ
い
て
あ
そ

E

び
ま
す
@

一
き
ゅ
う
革
対
に
は
な
が
そ
で

一
を
き
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

時
一
お
正
月
を
た
む
し
く
ま
ラ
て

昨
一
お
り
ま
す
。

量
一
早
〈
と
い
お
正
月
@

僕

の
f

家

坂
本
小
学
夜
明
」
宅
片

山
J

清

撲
@
家
は
山
区
屈
ま
れ
た
小

さ
ゑ
部
落
に
あ
る
古
い
草
ぶ

き
の
家
で
か
ベ
は
落
ち
て
大

き
忽
穴
が
あ
い
て
猫
一
が
位
入

を
し
て
い
ま
す
。
雨
戸
は
ほ

と
ん
ど
金
都
や
ぶ
れ
て
お
り

風
が
吹
く
と
い
ろ

D
火
が
あ

ぶ
な
い
の
で
う
っ
か

D
一
大
も

た
け
ま
ぜ
ん
。
家
族
は
お
母

さ
ん
と
撲
し
C

一
妹
二
一
人
で
す
。

治
矢
さ
ん
は
太
平
洋
載
宰
で

戟
死
し
ま
し
た
σ

今
は
お
母

さ
ん
一
人
が
働
い
て
い
る
た

げ
訟
の
で
背
し
い
生
活
を
し
一

て
い
ま
す
。
国
畑
が
少
な
く

四
人
が
食
べ
る
だ
け
の
食
物

が
作
作
訟
い
の
で
、
治
金
一
を

だ
し
て
買
わ
な
砂
れ
ほ
念
品
少

ま
ぜ
ん
。
そ
れ
で
治
母
さ
ん

は
夜
も
治
そ
く
ま
で
表
佳
作

り
や
怠
わ
な
い
を
や
っ
て
わ

ず
か
在
仏
語
金
を
と
っ
て
生
活

を
た
て
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
僕
ら
は
沿
来
の
ご
は

ん
危
E
h
M
4

正
月
と
会
盆
お
節

句
む
他
に
は
食
ベ
る
乙
と
も

で
き
な
い
く
ら
い
で
す
。
撲

が
大
人
に
な
っ
た
ら
訟
に
か

お
金
@
た
え
n

さ
ん
と
れ
る
仕

事
を
し
て
家
も
た
て
な
お
し

で
人
間
ら
じ
い
生
活
一
を
じ
涯
一
一
が
め
っ
て
畢
設
に
記
し
て
〈

い
廷
の
だ
と
患
っ
て
い
ま
す
)
Gた
ざ
る
な
あ
一
ど
ど
を
で
も
い

で
も
暴
投
へ
行
っ
て
魁
彊
し
?
っ
一
て
り
つ
ば
恋
人
に
た
む
片

ゑ
げ
れ
ば
り
っ
ぽ
友
人
に
は
山
家
を
つ
い
で
臨
時
死
じ
た
訟

が
ぺ
れ
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
勉
強
と
ラ
さ
ん
に
ま
け
注
目
ド
ょ
う

が
大
好
き
で
す
。
家
に
お
金
に
や
る
つ
も
り
で
す
。

果

くそん岡にた僕ず山のか由ワベ前二円が君主秋山もくみ く
H さた 0 山い(Jが。悪事うつでてて君主度とど田~、らか果主主乙 河
んぴ果のつ/ま父のまたももみつくれは蟻わ山いん物¥0の 謹
i?とに物3とた¥だの話れ。いそたてらる、、〈主主でやがの符 小一
叫僕@のそ岡村、話し~僕くういいいそ山青らし、補あでに 早
さに木家う山さしをののきゆがるそうの森いの股がるすは 校
せもがにで C いにしで究にう、、のでよ属でかかすと?、松五
晴てそあはす父時よて.、はは牒主主巣山すう、すたに ζ ¥0 泉下年

〈 ι った③(/)~るく時間訟はん鞠の。君主問。いあしつ 物
れをてく さはとれ々山 b建とをよ 呆山 のつあて が遺
骨こたいさ とも、ま岡県宗主主いいたう 物騒 やてるも す男

つ農ゐ家え木うん ζ 果そ人す村だまらうくたた物そでう生浅い君主 ι 

たはたに t'f主;。果の物うた。にいれなにさ。ベをのもががでなとだ i
の ζ るもき村そ駒村のいちそはじていんんあてた時有よ岡融かとそ 1
だうでもつのしむに木うでれほないえげぜたみピ僕名く山会っちう i
o頭は呆と人℃本植を還、をと菜るいんタちたーはだと属科たつで!
D 君主鞠乙たふがえもいカとん駒かょに乏しい度しとれはり。とす i
そいののちえでれらけをれどのらうなシいなでんいるも時とも。 I
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号

、

。

一

円

j
z
p
}
j「

-
1
i
f
u
一

実

釘

需

要

区

喜

一

一

O
円
七
割
か
え
翻
意
で
一
窓
口
々
居
り
ま
す
。
文
章

議
中

H
H
4
A
b
J窃
共

済

一

t

J
支
持
刊
一
三
輔
副
農
一
宮
ム
美
喜
淳
一
二
七
九
ぺ
)
一
一
関
九
割
以
上
金
誠
一
?
也
場
合
は
共
済
舎
が
も
ら
え

費

一

一

九

三

:γ
二

(

干

潟

¥

5

A

u

i

v

s

f

p

h

u

“一一
d
h
p
w
つ
一
て
¥
一
戸
、
議
で
損
控
賓
が
あ
一
つ
日
の
も
@
一
三
六

O
C悶
ベ
一
ま
せ
ん
か
ら
注
意
せ
ね
ぽ
な

郡
一
「

1

J

A

と
共
積
鐘
合
〆
ニ
ヘ
ι

宮

4
て
主
活
れ
が
克
れ
常
設
演
出
来
」
J

標

表

及

小

要

一

り

ま

せ

ん

。

普

通

に

当

牌

惜

し

亮
一

-

J

ど

一

二

一

る

一

援

に

蕊

?

で

磨

h
y
ま
す
品
川
~
一
一
-
一
割
か
ら
宜
割
ま
で
四
九

O
一
-
泣
け
れ
ば
な
ら
扱
い
手
入
と

第
一
現
在
里
中
で
は
一
年
々
約
二
日
一
琵
砂
て
麗
か
ま
す
b

d

一
と
ん
怠
ι

わ
け
で
恭
平
薬
の
共
一
一
円
五
割
か
ら
七
割
ま
で
二
ニ
一
か
病
轟
警
な
ど
を
防
が
な
か

い山一

0
0葦
令
指
金
に
し
て
一
五
一
位
。
様
左
太
災
害
を
弄
付
U

る
一
潜
は
農
家
の
人
が
4

た
と
え
入
一
一
一
一
一
(
)
同
七
割
か
ら
九
割
主
こ
っ
た
り
し
た
場
A
同
等
で
す
。

郡
一

0
0億
円
の
食
謹
を
制
作
関
か
一
と
荻
い
本
地
を
耕
す
日
本
む
一

-D変
く
た
く
℃
も
閣
と
じ
て
↓
一
二
七

O
月
九
割
以
上
金
誠
一
以
上
が
米
や
婆
の
共
済
の
&

唱
で
つ
韓
入
し
て
や
っ
と
園
昆
の
一
農
家
で
は
大
き
た
靖
子
を
う
一
大
切
窓
事
で

b
る
か
ら
は
人
一
の
も
の
二
八

O
O円
で
あ

B
一
ら
ま
し
で
あ
り
ま
す
。
乙
の

一
食
物
を
ま
か
な
っ
て
い
る
る
↑
け
増
産
ど
と
る
か
袋
家
法
益
}
ち
ね
ば
な
ら
友
い
撲
に
し
て
一
杢
す
む
こ
れ
綜
河
辺
村
の
場
一
仕
事
が
本
当
に
そ
の
目
的
を

一
り
さ
ま
で
す
。
今
む
日
本
に
一
身
罷
ら
ね
ば
な
ら
な
h
事

に

)

あ

り

ま

す

。

一

合

で

ず

。

一

君
主
一
と
っ
て
と
ル
訟
に
器
出
の
お
一
怒
り
ま
す
。
そ
と
で
災
害
か
一
で
法
苫
ん
な
英
容
を
受
行
た
一
共
密
金
の
き
的
方
は
全
国
一

訓
郡
一
金
を
外
留
に
梯
う
{
芸
大
変
一
ち
農
家
を
守
り
安
心
し
て
食
一
時
に
共
済
金
が
も
ら
え
る
か
一
置
き

E礼
-
泣
い
の
で
反

官
一
苦
し
い
き
る
り
又
世
界
的
一
糧
を
作
会
が
出
来
る
章
一
と
云
え
ば
風
水
害
、
早
竜
一
哲
三
右
以
上
富
田
宮

醤
一
事
室
れ
試
案
糧
が
き
一
農
薬
共
演
の
と
り
き
め
が
亘
書
も
罫
害
そ
の
他
由
来
象
土
も
の
三
石
以
上
二
石
未
満

詩
文
一
て
雲
〈
な
る
か
も
知
れ
ず
一
品
律
で
は
農
業
災
害
補
助
一
@
原
国
で
起
る
災
害
や
安
一
の
も
の
と
}
石
五
斗
未
満
の

]
一
い
つ
も
食
糧
自
必
既
を
達
一
誌
と
一
式
い
昭
和
二
十
二
年
か
一
皇
室
、
-
烏
毒
の
喜
一
一
一
一
つ
に
分
け
て
き
必
ら
れ
℃

会
一
く
て
は
な
ら
と
の
で
す
一
ら
行
っ
て
来
て
い
る
の
で
す
一
で
あ
り
、
た
だ
痛
煮
や
畳
由
一
居

D
河
辺
村
は
一
石
五
斗
未

J

一
程
ん
と
し
て
も
宣
糧
を
樺
山
一
農
家
主
番
関
保
の
深
い
米
一
車
両
等
う
秒
、
た
場
合
は
農
家
的
一
浦
に
当
て
は
ま
る
わ
砂
で
す

村
一
作
っ
て
農
家
の
牧
入
を
ふ
や
一
ゃ
麦
の
き
慣
は
大
き
注
力
が
一
カ
で
相
当
ま
で
防
ぐ
芸
出
↑
米
や
萎
が
災
害
を
受
け
る
と

z一
す
と
き
払
輪
入
定
、
な
く
し
て
一
か
け
ら
れ
よ
る
の
で
す
む
一
採
る
の
て
ど
う
し
℃
も
防
一
当
然
共
済
金
を
も
ら
え
る
の

証
一
安
心
し
て
生
活
出
来
る
議
に
一
で
ほ
米
や
萎

ω共
碑
と
は

E
一
ぐ
ま
出
若
か
っ
た
損
害
一
だ
か
ら
そ
の
震
に
は
、
共
済

事
一
す
る
事
部
大
切
で
あ
り
ま
す
一
ん
訟
も
の
で
し
ょ
う
か
、
米
一
だ
け
に
つ
い
て
共
済
金
が
も
一
組
合
へ
時
金
事
け
て
お
か

額
五
し
食
糧
を
今
よ
り
津
山
作
一
や
萎
を
作
つ
ま
る
農
家
は
一
ら
え
る
事
に
夜
つ
℃
い
る
の
一
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
掛
金
の

F
Z
一
事
は
農
業
が
畠
擦
な
相
手
一
全
部
共
一
請
に
は
入
ら
か
ば
な
一
で
必
ず
病
害
轟
は
防
い
で
も
一
一
観
も
災
害
の
多
い
所
紘
一
品
く

一
と
す
忍
仕
事
だ
げ
に
仲
々
む
一
ら
な
い
仕
組
に
法
律
で
き
め
一
る
わ
ね
ば
注
D
ま
せ
ん
G

水
一
た
り
少
い
坊
は
安
(
な
る
事

一
づ
か
し
い
事
で
あ
り
ま
す
@
一
て
居
り
だ
か
ち
農
家
一
が
宿
乞
一
轄
で
は
回
一
植
の
時
か
ら
取
入
一
に
な
り
ま
す
。
場
金
も
全
部

一
又
日
本
ほ
島
閣
で
お
天
気
の
一
撞
付
け
穿
を
播
く
と
当
篠
井
一
れ
ま
で
、
察
は
穿
が
尚
て
取
一
農
家
で
出
す
事
は
な
く
関
で

一
エ
舎
か
ら
世
界
で
も
焚
審
が
一
済
に
入
っ
て
し
ま
う
事
に
な
一
入
れ
ま
で
の
聞
に
起
っ
た
災
一
は
掛
金
総
額
の
六
割
写
も
ち

一
多
い
閣
で
有
名
で
す
。
河
市
選
一
り
志
す
@
ζ
れ
は
米
や
相
次
が
一
警
は
共
済
金
が
も
ら
え
ま
す
ご
鏡
り
の
四
一
割
を
農
家
が
出
す

一
村
の
米
や
褒
に
お
い
て
も
金
一
農
家
に
と
っ
℃
犬
そ
う
大
切
一
被
害
の
撞
度
は
一
-
R
割
以
上
も
一
一
通
学
院
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
農

一
輔
の
作
付
面
積
雪
五
割
以
上
一
な
も
む
で
あ
り
悲
し
向
か
の
一
取
れ
玄
い
損
害
が
怠
っ
た
時
一
家

ω+支
も
力
を
合
わ
せ
て

一
が
毎
年
大
な
早
小
な
り
心
情
火
一
エ
合
℃
取
れ
な
か
っ
た
ら
農
一
等
で
被
害
程
慶
別
の
}
反
歩
一
…
賞
金
を
関
し
し
ぶ
っ
た
切
由

刊
一
審
を
う
砂
て
共
携
金
を
も
ち
一
家
の
暮
し
は
苦
し
く
た

D
箱
一
宮
り
的
共
済
金
額
は
左
記
の
一
さ
な
い
惑
の
た
M
V

様
に
心
い
か

劃
一
っ
て
い
る
O
で
す
。
昨
年
も
一
手
を
受
げ
為
一
挙
が
あ
h
u
ま
す
一
通
h
u
で

す

@

J

)

り

て

頂

き

度

い

と

存

じ

ま

す

}

↑

九

州

地

方

を

中

心

に

酉

号

本

一

共

済

白

仕

組

か

ら

弱

み

え

る

と

一

水

描

も

し

掛

金

b
L

組
め
蕊
い
替
な

7
一
一
は
台
関
同
一
一
号
に
よ
っ
℃
回
も
一
狭
い
地
方
の
農
家
の
人
だ
げ
一
一
一
一
割
か
ら
五
割
を
で
六
一
ニ

O

場
合
は
無
理
に
で
も
園
の
力

{
τ
自
て
る
れ
友
い
躍
@
損
害
を
一
で
は
ど
う
に
も
注
る
な
い
の
一
間
五
割
か

b
七
割
を
で
一
七
で
集
め
る
事
も
出
来
る
撤
慌
に

一一γ 清一吋

婦

人

の

十
二
月
午
前
十
時
よ
り
、
役

場
会
一
議
室
で
婦
人
会
役
員
禽

が
聞
か
れ
、
出
席
者
二
1
数

名
。
本
年
度
中
に
行
う
残
h
v

む
諸
行
事
に
つ
き
、
協
議
決

定
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
季
節

柄
大
の
用
心
運
動
を
、
婦
人

の
力
で
麗
閲
す
る
こ
と
L

た

り
、
ま
の
申
合
せ
が
行
わ
れ

た。治
戸
廷
は
大
の
用
心
の
徹
底
を

親
し
、
家
の
富
関
家
m
u

宮
を

守
り
抜
き
ま
し
ま
う
。

火
の
用
心
申
ム
ロ

一
、
家
を
出
る
時
震
る
時
は

必
ず
火
の
酉
地
全
Y
O
F
を
し

火
の
始
末
主
主
く
し
よ
う

ニ
、
竃
む
ま
わ
り
に
は
構
え

日
勿
い
物
b
L

置
か
な
い
よ
う

に
し
よ
う
。

豆
、
コ
タ
ツ
mw
中
〈
に
注
意
し

子
生
高
J

o

梨
す
た
め
に
温
農
家
の
方
自
4

が
共
携
の
仕
事
が
良
〈
が
か

つ
て
心
か
る
カ
を
合
わ
せ
て

頂
く
事
が
最
も
必
要
で
あ
h
y

司
会
一
関
の
一
農
家
が
手
主
た
ず
§

え
て
安
心
し
て
食
種
。
増
産

が
出
来
豊
か
な
農
村
が
て
闘

も
年
〈
実
現
出
来
る
事
を
念

願
す
る
も
の
で
あ
り
J

を
す
。

責

一一
一
i壬

で

四
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
む
、
か

げ
つ
ば
怒
し
を
し
な
い
よ

う。

五
、
煙
突
掃
除
、
す
L
は
き

は
三
月
に
一
回
は
必
ず
し

予
A
F
P

っ。

六
、
竃
@
上
m
u

屋
根
、
天
井

壇
突
の
会
わ
り
に
気
を
つ

り
ょ
う
。

七
、
子
供
む
火
遊
び
を
監
禁

し
よ
う
。

八
、
山
林
大
入
の
注
意
事
項
z

を

必

ず

守

ろ

う

。

一

九
、
た
ば
こ
の
す
い
殻
に
策
z

を
つ
け
る
よ
う
。
特
に
主

人
に
呼
出
か
妙
る
。

十
、
バ
ケ
ツ
区
一
帯
。
水
を

常
に
用
意
し
て
お
と
う
。

十
一
、
隣
組
問
志
で
大
の
用

心
を
し
合
う
。

以
上
十
一
項
目
を
婦
人
の
責

任
に
於
て
実
脅
し
ま
し
ま
う



野辺村

謹鉢和石間
イ台 無関

「
占
労
し
て
劫
な
し
公
民
館

報
」
と
嘆
い
た
茶
会
民
舘

の
職
員
の
切
在
る
言
葉
を

耳
に
し
た
事
が
あ
り
ま
す

舘
報
発
行
は
蓋
し
安
易
な

仕
事
で
は
窓
い
。
苦
労
が

あ
り
心
配
も
大
き
い
、
多

会
見
舘
続
税
一
発
行
部
大
饗
語
大
の
経
費
も
当
課
い
る
む

〈
れ
た
乙
と
を
深
〈
沿
わ
一
そ
れ
な
の
に
、
村
内
金
戸

事
事
ぷ
げ
ま
す
。
せ
め
を
罷
っ
て
も
謹
む
者
が
三
十

。
前
小
官
等
感
鞍

い
で
間
卒
沿
許
し
下
さ
い
引

M
F

余
モ
白
効
果
は
余
h
v

翻

二
四
月
六
日

き
て
鵠
誌
は
能
っ
た
も
の
待
出
来
危
か
っ
た
と
言
う

二
月
十
三
日

二

月

二

十

日

一

巳

講

し

い

感

じ

と

拙

い

起

の

で

す

。

ニ

月

二

十

七

問

一

持

ち

で

一

杯

で

す

。

折

角

館

報

グ

か

わ

ベ

。

は

そ

ん

一

一

一

月

六

良

一

2
豆
稿
を
殺
し
た
諒
た
頼
主
憲
議
に
臨
つ
て
は
い
砂

一一一月+一一一
E

一
る
も
す
る
も
で
も
精
魂
注
額
泣
い
と
震
は
心
開
臨
し
も
課

一

一

一

月

二

十

回

七

五

一

時

一

信

師

一

け

つ

く

し

て

一

蹴

韓

関

人

技

く

噴

砂

て

い

き

す

。

ζ

ん

牛
霞
一
時

2
午

後

四

時

申

請

(τ
一一百

l
子
呂
)
一
ゃ
っ
た
つ
も
舎
で
す
B

議
注
鋭
持
ち
か
ら
記
事
内
容

?
s
i
I
N
n
u
-
-
n
i
l
-
i
;ド

t
i
l
-
d
H
H
1
h
A
R
I
l
h
E
S
R
f
l
i
t
-
z
t
i
t
E
H官
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